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ボランティアは見た
～さまざまな災害支援のカタチ～

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
未み

ぞ

う

曾
有

の
災
害
が
東
北
地
方
で
発
生
し
ま

し
た
。
多
く
の
犠
牲
が
払
わ
れ
た

こ
の
震
災
で
は
、
発
生
直
後
か

ら
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

「
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
」
と
い

う
思
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
全
国
各
地
で
行
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

中
間
市
と
遠
賀
郡
４
町
で
も
同

様
に
、
義
援
金
の
受
け
付
け
や
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
引
き
続
き
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
住
民
の
み
な
さ

ん
が
被
災
地
を
訪
れ
た
り
、
福
岡

か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
り
す

る
な
ど
、
各
自
が
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
間
市
と
遠
賀
郡
４
町
の
広
報

担
当
者
が
同
じ
テ
ー
マ
を
決
め
て

取
り
組
ん
で
い
る
「
１
市
４
町
合

同
企
画
」。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」。
今
回
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
た
み
な
さ

ん
が
、
活
動
を
と
お
し
て
感
じ
た

思
い
や
、
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
す
る
場
合
の
注
意

点
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

震
災
発
生
か
ら
約
１
年
。
被
災

者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

今
回
の
特
集
を
通
じ
て
、
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
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3 ●Nakama City Public Relations

心の温かさが伝わるものを送り続ける
中間市「絵たより絵夢の会」　中島 敬子さん

　阪神淡路大震災のときにも絵手紙を送ったこと、被災地の
宮城県大崎市とは絵手紙を通じて交流があったこともあり、
私にできることは被災者のみなさんの心の癒しになってもら
うために絵手紙を送ることだと思いました。発生直後か
ら書き始め、私の生徒さんたちと絵手紙を222枚送
りました。すると、「優しさを感じた。心が癒され
た」というお礼の手紙が全員に届いたうえに、地
元の新聞にも取りあげていただき、感動しました
し、逆に励まされました。物資やお金も大切ですが、
人の心の温かさを伝えることも大切だと思い
ます。微々たる力ですけど、見えない励ま
しの力、心のメッセージとして、心の糧
となってもらえるような絵手紙をこれか
らも送り続けたいですね。

芦屋町と石巻市の架け橋に
芦屋町　山元彪ノ介さん

　４月に宮城県石巻市へ炊き出しに行ったとき、縁があって、
石巻災害復興支援協議会の伊東さんと知り合いになりまし
た。そこから、度々連絡を取り合うようになり、必要なもの

を聞いては、友人やＰＴＡを始め、芦屋町のみなさ
んに呼びかけ、支援物資を送っています。また、
個人・団体から「子ども服を送りたい」「毛布
を100枚送りたい」などの話があると、伊東さ
んに必要かどうかを確認し、送るようにしてい
ます。ここから被災地は大変遠いため、なかな

か行くことができませんが、支援したい
人はたくさんいます。私は石巻へのパ

イプ役となり、「何かできることをし
たい」と考えている人の手伝いが

できたらと思っています。

出
来
事
を
振
り
返
る（
事
項
と
詳
細
）

東
日
本
大
震
災
が
発
生

計
画
停
電
実
施

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ

プ
す
る

自
衛
隊
や
消
防
が
被
災
地

入
り

募
金
・
献
血
活
動
が
各
地

で
始
ま
る

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
三

陸
沖
を
震
源
地
と
し
て
発
生

ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど
、
全
国
的
に
節
電
の

動
き
が
起
こ
る

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
が
広
範
囲
で
寸
断
さ
れ

る（
交
通
網
が
麻ま

ひ痺
し
た
こ
と
で
復
旧
が
遅
れ
る
）

　
　

ポ
イ
ン
ト
１

地
震
発
生
を
受
け
、
内
閣
府
緊
急
災
害
対
策
本

部
を
設
置
。
消
防
庁
長
官
か
ら
の
出
動
要
請
を

受
け
、
福
岡
県
か
ら
も
緊
急
消
防
援
助
隊
が
被

災
地
へ
向
か
う

血
液
製
剤
は
有
効
期
限
が
あ
る
た
め
、
安
定
的

な
提
供
、
継
続
的
な
協
力
が
必
要
。
全
国
各
地

で
募
金
活
動
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る

ポイント１

　ライフラインは、私たちの生活に欠かすことがで
きないものとなっています。しかし、万一自然災害
が発生した場合、普通の生活はできなくなります。
　そこで、自然災害から避難するときに家族や自分
自身の生命を守るための準備として必要なものが、
非常用の防災グッズです。防災グッズには、水や食
料など、ライフラインが復旧するまでの３日間分を
用意しておくことが望まれます。
　また、緊急避難時には、子どもを抱えたり、身体
が不自由な人の介助が必要となったりすることも考
えられます。そのため、非常時の持出品は「絶対に
無ければ困るもの」を優先し、自分が持ち出せる範
囲の重さでまとめておきましょう。
　大地震や水害、津波警報が出たときなどの緊急避
難は、一刻を争います。 防災グッズは、玄関や部
屋の出入り口付近など取り出しやすい場所に準備し
ておきましょう。

備えあれば憂いなし

もしもに備えて、非常持出袋に次の
ようなものを準備しておきましょう。
○飲料水　○食糧　○ラジオ
○応急医療品　○懐中電灯
○軍手　○貴重品
○ライター　○生活必需品
○衣類など

大崎市から届いた写真。絵手紙をみなさんに見てもらおうとＪＲ古川駅に展示されました。芦屋町で行われたイベント。スープカレーの売り上げをすべて被災地に送りました。
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自分たちのできる範囲でやる
遠賀町「福岡レスキューサポート・バイクネットワーク」　八坂 英明さん

　私たちはバイク好きの仲間を広げ、その延長線上にボラン
ティアがあるというイメージで、バイクの機動性を生かした
被災地での支援や、地域での防災イベントを実施しています。
モットーは「仕事に支障のない、自分のでき
る範囲でやる」こと。だれかのためでなく、

「自分のやりたいこと」を持ち、楽しんで
続けることが大切だと思っているからです。
活動を通じてたくさんの人と出会い、いろい
ろな立場・考え方に接することで結果的にも
プラスになっていると感じています。東
日本大震災後、みなさんの防災に対
する意識は高まってきました。今後
は、より地域に密着した活動を進
めていきたいと思います。

これからは「心」の支援を
岡垣町「Heart ＆スマイル」　平山 弘美さん

　私たちが初めて支援に行ったのは、震災発生から約 1か月後。
当時は、とにかく衣類や食糧などの物資が不足していました。
しかし、今、被災地に必要だと感じるのは、物資ではなく心の
ケアだと思います。家族や身内を亡くし、心を病
む人が多いのです。そこで私たちは、被災者
の心を支援をするため、被災者がお互いに
交流できる場を作ることなどを計画してい
ます。つらいのは１人じゃないことを知って
もらってみんなで悩みを共有し、これか
らの人生を前向きに考えてもらうこと
が目的です。これからも被災地と岡
垣をつなげる架け橋となり、物資だ
けでなく心の支援も続けていきた
いと思います。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

が
始
ま
る

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢

が
整
う

全
国
各
地
か
ら
支
援
物
資

の
提
供
が
始
ま
る

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
不

足
が
深
刻
化
す
る
。
買
い

占
め
問
題
が
起
こ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催

全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
が
殺
到

　
　

ポ
イ
ン
ト
２

各
自
治
体
で
、
公
営
住
宅
や
民
間
住
宅
な
ど
、

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整
う

全
国
各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
届
い
た
が
、

仕
分
け
作
業
に
時
間
を
要
す
る

　
　

ポ
イ
ン
ト
３

店
に
物
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
不
安
か
ら
、
水
や
カ
ッ
プ
麺
、
乾
電
池
な
ど

の
買
い
占
め
が
発
生

被
災
地
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、
全
国
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
実
施
。
中
間
・
遠
賀
地
区
で
も
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る

出
来
事
を
振
り
返
る（
事
項
と
詳
細
）

ポイント２

一、�被災者の気持ちを 1 番に考えてこそ真のボランティア
一、�被災地は、想像を絶する世界かもしれないので、行

く前に確認する
一、ボランティア活動の選り好みをしない
一、ボランティア保険には必ず入ること
一、帰る勇気も必要。頑張りすぎないことも大切

ボランティアの心得５か条

一、被災地のニーズを把握したうえで送ること
一、現地ですぐに使えるように配慮して荷造りをする
※食べ物と衣類などを混ぜない、衣類をサイズ、種類
ごとに梱包するなど。
一、�いつ届くか分からないので、日持ちしないものは

送らない
一、１つの段ボールには同一の種類の物しか入れない
一、�段ボールの表面の見えやすい場所に、「水」「おむつ」

など何が入っているかを大きく書く
一、�お金は封筒に入れて送ると分かりにくいので、で

きる限り振り込みにする
一、�医薬品は医師や薬剤師がいないと配れないので、

自分に処方された薬などは送らない
一、�自宅の不要品処理のような気持ちで送らない

ポイント３

支援物資提供の心得８か条

新聞紙とラップを使った皿作り。いざというときに役立つ知識を楽しみながら学ぶ。宮城県女川町の漁港。福岡からの思いを込めたメッセージを被災地の人たちに手渡す。

4

※現在大半の被災地では救援物資の受け入れを中止している状況です。



5 ●Nakama City Public Relations

　東日本大震災を受け、全国からたくさんの支援
がなされました。現地で活動する人もいれば、そ
れぞれの地域から支援するなど、その形は１つで
はありません。日々変化していく現地のニーズをし
っかりとつかみ、必要な心得を自身が把握したうえ
で、できる範囲のことを無理なく行うことが大切で
はないでしょうか。
　これから私たちに求められることの中に、「忘れ
ないこと」「教訓を活かす」ことがあると思います。
折に触れ被災地の情報に耳を傾け、思いを馳せる
ことで、自分の中での風化を防ぐ一助となります。
　また災害時の行動は、普段の過ごし方に大きな
影響を受けます。家庭の防災対策や地域のつなが

りが、いざというときの助けとなり
ます。
　防災対策も災害支援も、共通し
て「自ら積極的に行動する力」と

「必要な行動を想像する力」が求
められます。この「自発性」と「想

像力」は、実は地域でのさ
まざまなボランティア活
動で身につくのです。楽
しく無理なく、活動に
参加してみましょう。

経験を日常生活や地域で活かす

■各市町問合先
●中間市　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０
●芦屋町　ボランティア活動センター「りーど」
　　　　　☎（２２１）１０１１
●岡垣町　岡垣町社会福祉協議会　☎（２８３）２９４０
●遠賀町　遠賀町社会福祉協議会　☎（２９３）０４３０
●水巻町　水巻町社会福祉協議会　☎（２０２）３７００

家財の運び出しや炊き出しなどの手伝い、場合によっては
子どもの遊び相手などもあります。多くのボランティア団
体では、事前に説明会などが開催されます。内容は場所

によって毎日異なりますし、被災した人々のニーズに応えることが
大切ですので、必ずしも希望のボランティアができるとは限らない
ことがあります。

Ａ

現地へはできるだけ公共交通機関を利用してください。宿
泊は、必ずしもテントが張れるとは限りませんし、車中泊
も困難な場合があります。また、現地に行ってから確保で

きないことがあります。被災地でも営業しているホテルや旅館など
がありますので必ず事前に確認してから出かけるようにしてくださ
い。なお、食費・宿泊費・交通費などの経費は自己負担が原則です。

Ａ

被災した人たちへの支援にはいろいろな形があります。必
ずしも現地に赴くことだけが支援ではありません。募金活
動や被災地の人へのメッセージなど、今住んでいる地域

でできる支援もあります。

Ａ

再び立ちあがる心を支えるために
水巻町「㈳日本産業カウンセラー協会九州支部」　小野 元さん

　福岡県にも被災地から避難した人たちがいます。震災で
被災された皆さんは、地震や津波のように「目に見える恐怖」
と放射能による汚染の心配や風評、憶測などの「目に見え

ない恐怖」にさらされました。そのうえ、大切な人たち
を失い、離れたくない自分の生まれ育った故郷を
離れざるを得ませんでした。人の心はとても繊細
です。「これから、どうしたらいいんだろう」と傷つ
いた心の整理ができず、動けなくなってしまった人

も大勢います。カウンセリングでできる
ことは、本人に寄り添って心に抱えた
不安や苦しさを聴き、もつれてしまっ
た心や感情をときほぐすお手伝いで
す。再び自分自身で歩みだすため
に心のサポートを続けていきます。

相手の話を聴き、心をほぐしていくためのきっかけをつくります。

Ｑボランティア活動にはどんな種類や内容が
ありますか

交通手段や宿泊、食事はどうしたらよいですか。
また、費用負担はどうなりますかＱ

現地には行けないのですが、被災地のために
何かしたいです。どうしたらいいですかＱ

ボランティア保険とはどのような保険ですかＱ
ボランティア活動中の事故により、自身がけがをした場合
や被災した人など他人の体や財産などに損害を与えてしま
って法律上の賠償責任を負った場合に、保険金が支払わ

れる保険です。ボランティア活動の出発前に必ず、それぞれの地域
で加入してください。

Ａ

ＮＰＯ法人ＮＰＯ九州理事
 今村晃章さんに Interview
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Information
からのお知らせ市

●問合先　産業振興課
☎（２４６）６２３５４月から森林の所有者届出制度が始まります

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正

で
、
今
年
４
月
以
降
、
森
林
の

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
人
に

は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
け
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
届

け
出
漏
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
届
出
対
象
者　

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
な
ど
で
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
し
た
人
は
、
面

積
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
売
買
契
約
の
届
け
出
を
し
て

い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た

土
地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者

と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・

面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途

な
ど
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項

証
明
書（
写
し
も
可
）ま
た
は
土

地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取

得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の

写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図

面
が
必
要
で
す
。

※
届
出
書
の
設
置
場
所
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

本
人
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適

正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
土
地
ま
た
は
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
、
ほ
か
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

市
内
に
所
在
す
る
土
地
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
が
、
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
は
、
市
内
に
所

在
す
る
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
が
、
縦
覧
期
間
中
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）の
所
有
者
や
借
地
借

家
人
な
ど
の
関
係
者
は
、
平
成

24
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
の
も
と
と
な
る
、

固
定
資
産
課
税
台
帳（
固
定
資
産

の
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、
所

在
地
番
、
評
価
額
、
課
税
標
準

額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●問合先　課税課
☎（２４６）６２７４縦覧帳簿・固定資産課税台帳をお見せします

土地価格等
縦 覧 帳 簿 土地の所在・地番・地目・地積・価格が記載されています

家屋価格等
縦 覧 帳 簿

家屋の所在・家屋番号・種類・構造・建築年・床面積・価格が記載されて
います

縦 覧 期 間 ４月２日月～５月31日木・午前８時30分～午後５時15分
※土曜・日曜日、祝日を除きます。

縦 覧 場 所 市役所課税課（本館１階）

縦覧できる人

○�市内に所在する土地や家屋の固定資産税の納税者および同居の親族
○�相続人（相続が確認できる人のみ）
○納税管理人
○�納税者からの委任状をお持ちの人

持ってくるもの
○印鑑
○�納税通知書または運転免許証など本人であることを証明できるもの
※納税者が法人の場合には、法人の委任状が必要です。

審査申出期間
４月２日から、納税通知書の交付を受けた日の60日後まで
※課税台帳に登録された価格に不服がある場合には、中間市固定資産評価
審査委員会に審査の申し出ができます。

※土地・家屋の納税通知書を４月上旬に送付しますので、課税内容などをご確認ください。

■縦覧方法

閲 覧 期 間 ４月２日月から閲覧できます。午前８時30分～午後５時15分
※土曜・日曜日、祝日を除きます。

閲 覧 場 所 市役所課税課（本館1階）

閲覧できる人

○納税義務者および同居の親族
○相続人（相続が確認できる人のみ）
○納税管理人
○納税者からの委任状をお持ちの人
○�借地人・借家人（賃貸借契約書などが必要）
※借地または借家人は、当該借地または借家にかかる固定資産に限ります。

閲覧および証明手数料 １件300円　※縦覧期間中（４月２日～５月31日）は、閲覧に限り無料

持ってくるもの
○印鑑
○�納税通知書または運転免許証など本人であることを証明できるもの
○権利を証明できるもの

■閲覧方法
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ Information
Topic ＆ Information

　経済的な理由で専修学校などへ行くこと
が困難な人に対して、次のとおり修学資金
の貸付を行っています。
●貸付条件　
○�市内に居住する人またはその子弟で、専
修学校などに入校した年度の前年度に中
学校や高等学校を卒業した人、または高
等学校を中退した人
○�平成 24 年度に事業の対象となる専修学校
の専門課程（修学年限１年以上２年未満
の過程）、高等・一般課程または各種学校
（修業年限１年以上）に進学する人
○�そのほか、中間市若年者専修学校等技能
習得資金貸与要綱に当てはまる人

●�連帯保証人　原則として県内に居住し、
独立の生計を営む成年者の中から１人を
たてること。ただし、申請者が未成年者
の場合は申請者の親権者または後見人と
します

●収入基準　生活保護基準額の 1.5 倍以下
●貸付金額
○入校支度金…100,000 円
○修学資金
・専門課程…月額 53,000 円
・そのほか…月額 30,000 円
●�返還期間　貸し付けを受けた月数の３倍
の期間以内

※貸付金は無利子です。
●�申込方法　人権センターに備え付けの所
定の申込書に記入のうえ、申し込んでく
ださい

●申込期間　４月２日月～５月１日火

　宝くじの助成金で、幼年から一般向けの
防火・防災啓発用ビデオ８本（ＤＶＤ３本、
ＶＨＳ５本）を中間市消防本部に配備しま
した。市内の幼稚園や学校、事業所、地域
などで行う防災訓練などで活用し、多くの
人に視聴してもらうことで、さらなる防火・
防災の意識高揚を図ることが期待できます。

●問合先　消防署☎（２４５）０９０１

●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）３５１１

防火・防災啓発用ビデオを配備

若年者専修学校等技能習得資金の
貸し付けを行います

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
心
身
と
も
に

健
康
で
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
担
う
、

中
間
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

●
対

象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
人

○
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で
平
成
24
年

４
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人

○
心
身
と
も
に
健
康
な
人

○
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
心
が
あ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
任
期
期
限　

平
成
26
年
３
月
31
日

●
報

酬　

１
回
に
つ
き
４
、２
０
０
円

●
募
集
期
間　

３
月
12
日
月
～
３
月
26

日
月
・
必
着

●
応
募
方
法　

生
涯
学
習
課
、
中
間
市

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.city.

nakam
a.fukuoka.jp/　

●
応
募
先　

生
涯
学
習
課（
〒
809
‐　

８
５
０
１
中
間
一
丁
目
１
‐
１
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
４

中
間
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
問
合
先　

総
務
課　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
２

防
災
・
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

中
間
市
で
は
、
昨
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
自
治
会
を

単
位
と
し
た
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
中
間
西
小
学
校
区
の
各
自

治
会（
大
辻
町
、
池
田
町
、
小
田
ヶ
浦
、

深
坂
、
七
重
、
弥
生
町
）に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
同
校
区
で
次
の
と
お
り
、
防
災
・

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
西
小

学
校
の
校
区
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
も

ぜ
ひ
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

※
訓
練
当
日
は
、
西
小
学
校
に
設
置
し
て

い
る
防
災
無
線
か
ら
訓
練
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
放
送
し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

３
月
24
日
土
・
午
前
９

時
～
正
午（
雨
天
決
行
）

●
場

所　

中
間
西
小
学
校

●
内

容　

避
難
・
消
火
・
救
出
救
助

訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
説
明
な
ど

●
展
示
物　

消
防
車
・
自
衛
隊
車
両
、

自
衛
隊
装
備
品
、
備
蓄
食
料
な
ど

●
注
意
事
項　

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※
違
法
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

は
し
ご
車
体
験
乗
車
・
消
防
車
放
水

　

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
時

間　

午
前
11
時
10
分
～
50
分
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転入や転出の届け出などに、ぜひ利用してください

３月25日、４月１日は
休日窓口を開設します

転入や転出などの手続きで、多くのみなさんの来庁が予想されるこの
時期、市役所を利用しやすいように休日の窓口を開設します。
詳細は事前に担当課へ問い合わせてください。

○転入や転出、転居などの住民異動届　○諸証明発行
○印鑑登録　○戸籍届　○外国人登録　○国民年金の
加入手続きや免除申請
※戸籍届は、他市町村などへ確認が必要な場合、届出
書をお預かりします。
※国民年金については、年金事務所などへ確認が必要
な場合、受付後に連絡をさせていただくことがあります。

■担当課　市民課☎（２４６）６２３９

○保育所入所の受付　○子ども手当や児童扶養手当、特
別児童扶養手当の申請　○ひとり親医療証の発行手続き
※他市町村などへ確認が必要な場合や添えていただく資
料が不足する場合は、受け付けできないことがあります。

■担当課　こどもと福祉の課☎（２４６）６２４８

○転校手続き　○校区外・区域外通学申請　○入学通
知書の交付（小・中学校の新１年生）

■担当課　学校教育課☎（２４６）６２２２

○住民異動に伴う市営住宅の受け付け

■担当課　都市整備課☎（２４６）６２６０

○住民異動に伴う、し尿収集の開始、廃止、変更手続
き　○し尿収集料金の納付書再発行（後日、金融機関で
の納付が必要です）

■担当課　環境保全課☎（２４５）５３００

○税金の納付や納税相談　○所得や納税、固定資産に
関する証明
※一部、当日発行できない証明書があります。証明書
の発行には窓口に来られる人の身分証明書が必要です。
また、本人以外の申請は委任状が必要です。

■担当課　課税課☎（２４６）６２３８
　　　　　収納課☎（２４６）６２３７

○国民健康保険や後期高齢者医療に関すること　○乳
幼児・児童医療証、障害者医療証の発行手続き
※他市町村や医療機関、保険者などへ確認が必要な場
合や添えていただく資料が不足する場合は、受け付け
できないことがあります。後期高齢者医療の保険証など
の発行は、後日の郵送となります。

■担当課　健康増進課☎（２４６）６２４６

○住民異動に伴う、介護保険被保険者証や介護保険料納
付証明などの諸証明発行手続き　○障害者手帳の記載変
更手続き　○介護保険料の納付（納付場所は収納課）

■担当課　介護保険課☎（２４６）６２４３

8

開設
時間

～
正午

午前９時
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を
活
用
し
、

も
え
る
ご
み
の
量
を
減
ら
し
て

い
き
ま
し
ょ
う

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
ト
レ
イ
、
紙

パ
ッ
ク
は
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

　

こ
れ
ら
を
「
も
え
る
ご
み
」
と
し

て
排
出
す
る
と
、
た
だ
の
ご
み
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
が
、
分
別
し
、「
資
源

ご
み
」
と
し
て
排
出
す
れ
ば
貴
重
な

資
源
と
な
り
ま
す
。
市
内
の
公
共
施

設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る

と
、
無
料
で
処
分
で
き
ま
す
。

■
家
庭
か
ら
の
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ

ー
ル
、
古
布
、
空
き
缶
は
地
域
の

資
源
回
収
へ

　

こ
れ
ら
の
資
源
物
は
地
域
の
資
源

回
収
団
体
に
回
収
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
や
処
分
費
用
の
減

額
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

回
収
量
に
応
じ
て
市
か
ら
奨
励
金
が

団
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

の
正
し
い
分
別
を

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の

ご
み
袋
で
出
し
た
場
合
、
焼
却
処
分

を
せ
ず
に
、
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
準
備
段
階
と
し

て
、
ご
み
収
集
車
で
集
め
た
も
の
を

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

中
身
を
出
し
、
職
員
が
手
作
業
で
分

別
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
紙

お
む
つ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
も
ち

ゃ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ハ
サ
ミ
や
ガ
ラ

ス
な
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
で
な
い
ご
み
も
混
入
し
て
い
ま
す
。

ハ
サ
ミ
や
ガ
ラ
ス
片
な
ど
の
危
険
物

が
混
入
し
て
い
る
場
合
、
分
別
作
業

中
に
け
が
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、
ご
み

を
出
す
前
に
そ
の
ご
み
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
で
あ
る
か
、
分
別

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
プ
ラ
マ
ー
ク
な
ど

を
参
考
に
、
も
う
一
度
見
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
は
環
境
保
全
課
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

ご
み
は
私
た
ち
の
生
活
か
ら
必
ず

出
て
く
る
も
の
で
す
。
ご
み
は
分
別

し
て
指
定
の
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ

た
日
の
朝
８
時
ま
で
に
、
必
ず
決
め

ら
れ
た
場
所（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
出
し
の
マ
ナ

ー
を
守
り
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
通
勤
途
中
な
ど
に
ほ
か
の

集
積
所
に
ご
み
を
出
す
こ
と
は
、
集

積
所
を
使
用
・
管
理
し
て
い
る
人
た

ち
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
北
九
州
市

な
ど
、
ほ
か
の
自
治
体
に
ご
み
を
出

す
こ
と
や
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
不
法
投

棄
に
あ
た
る
行
為
は
、「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

　これまで、市内で活躍しているボランティア団
体やＮＰＯをご紹介してきました。ハピネスなか
ま内のボランティアセンターでは、引き続き、さ
まざまな知識や技術をお持ちのみなさんによるボ
ランティア講師派遣事業や自主講座をはじめ、ボ
ランティア活動に関する相談を受けたり、情報提
供を行ったりしていきます。新しい季節に、ボラ
ンティア活動を始めてみませんか。スタッフ一同
みなさんの笑顔をお待ちしています。

中間市ボランティアセンター

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

平成23年度のもえるごみ搬入量は、対22年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

23 年度 22 年度 差（23 年度－ 22 年度） 減量率

１　月 910,560㎏ 896,660㎏ 13,900㎏ ー 1.6％

累　計 9,862,730㎏ 9,994,720㎏ △ 131,990㎏ 1.3％

もえるごみ搬入量状況

公
的
介
護
保
険
を
補
っ
て
く
れ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
？

■
相
談
事
例　

知
人
か
ら
「
国
の
介
護

保
険
で
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は

限
り
が
あ
る
。
入
会
時
に
約
100
万
円
を
一

括
で
納
め
て
お
け
ば
、
そ
れ
以
上
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
必
要

な
だ
け
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
勧
誘
を
受
け

た
。
納
め
た
約
100
万
円
の
う
ち
、
い
く
ら

か
が
紹
介
者
で
あ
る
知
人
に
入
り
、
紹
介

に
よ
っ
て
加
入
者
を
増
や
し
て
い
く
ら
し

い
。
説
明
時
に
見
せ
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
回
収
さ
れ
た
の
で
詳
細
は
わ
か
ら

な
い
。
倒
産
の
心
配
が
な
け
れ
ば
加
入
し

た
い
が
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　
「
加
入
し
て
お
け
ば
、

将
来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
公
的
介

護
保
険
と
は
別
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
知
り
合
い
か
ら
の
勧
め

で
も
、
安
易
に
応
じ
ず
、
契
約
前
に
サ
ー

ビ
ス
の
具
体
的
な
内
容
や
中
途
解
約
時
の

返
金
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

く
ら
し
の
ミ
カ
タ

知っ得！
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まち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

新入学児の交通安全教室がなかまハーモニーホールで
開催されました。これは、今年の４月に新一年生になる
幼稚園・保育園児に楽しく交通ルールを学んでもらうた
めのもの。人形劇で交通ルールを学んだ後に、元気な
声で「飛び出しはしません」「信号を守ります」など４つ
の約束をし、元気な一年生になることを誓いました。

交通ルールを守ろうね
２月 20 日・新入学児の交通安全教室

１月 17 日に市内で発生した拳銃発砲事件を受け、中
間市暴力追放緊急決起集会・福岡県暴力団追放・地域
決起会議がなかまハーモニーホールで行われました。
集会には市民など約 1,000 人が参加。警察、行政、事
業者、住民が一体となって暴力追放活動に取り組む
ことを誓い、やすらぎ通りまでパレードしました。

暴力を追放し安心できるまちに
２月９日・中間市暴力追放緊急決起集会・福岡県暴力団追放！地域決起会議

地域交流センターで、遠賀川と中間の歴史を学ぶ講座
が開催されました。第２回となるこの日のテーマは「弥
生時代のものづくり」。雑談を交えた講師の話に、受講
者から笑顔がこぼれる場面も見られました。この日は
32人が受講し、メモをとりながら講師の話に真剣に聞
き入っていました。

自分のまちの歴史を学びました
２月 25 日・遠賀川と中間の歴史を学ぶ講座
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大分県柳ヶ浦高校２年生の元嶋一也さん（弥生二丁目）
が、３月19日に日本武道館で開催される全国高等学校
柔道選手権大会の男子 73kg 級に出場します。「一戦一
戦勝ちに行って日本一をめざします」と力強く語る言葉
は、毎日の厳しい練習に加え、自主トレーニングによっ
て得た自信から出たもの。「将来はオリンピックに出場
して優勝する」という大きな目標に向かって、得意の背
負い投げで勝利をつかみ取ってください。

努力から得た自信で優勝をめざす
元嶋一也さんが全国高等学校柔道選手権大会に出場

全国高等学校ラグビーフットボール大会に中野涼さん
（大根土）と藤崎匠さん（七重町）が出場し、優勝を果た
しました。２人は小中学生のときに中鶴少年ラグビーク
ラブで練習しており、この日は同クラブの長

な が の

埜貞男監
督と松下俊男市長を訪問。「花園」の愛称で知られるこ
の大会で、２人は決勝戦でトライを決め優勝に貢献す
る大活躍を見せました。中野さんは「率直にうれしい」、
藤崎さんは「いい経験ができた」と語ってくれました。

花園でトライを決める大活躍
東福岡高等学校ラグビー部で中間市在住の２人が活躍

日高葉月さん（中尾三丁目）が、朝日学生新聞社・朝日
新聞社主催第 26回ＷＥ ＬＯＶＥトンボ絵画コンクー
ル小学４年生の部で、文部科学大臣賞を受賞しました。
このコンクールは、トンボと自然を守る運動を全国に広
めるために開かれているもの。日高さんの絵は「おおら
かな中にも繊細な心が感じられる」と評され、朝日新聞
東京本社（東京都中央区）で行われた表彰式に出席しま
した。

絵画で文部科学大臣賞を受賞
日高葉月さんが絵画コンクールで文部科学大臣賞を受賞

左から松下俊男市長、中野涼さん、藤崎匠さん、長埜貞男さん

ＮＨＫ（Ｅテレ）で放送されている「俳句王国」の公開録
画が、２月４日、なかまハーモニーホールで行われまし
た。俳句の面白さや日本語の美しさが堪能でき、作者や
句の意味を推理しながら楽しめるこの番組に中間市から
は愛甲厚子さん（写真右）が出演。来場したみなさんは
「仲間」「吟

ぎんこう

行句」のお題について詠まれた俳句の意味や
作者を、真剣な表情で推理していました。みなさんも自
分の思いを俳句にのせて詠んでみてはいかがですか。

俳句の奥深さにふれました
２月４日・ＮＨＫ「俳句王国」公開録画
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くらしの

情報
くらしの

情報

有
料
広
告
欄

大好評受付中大好評受付中大好評受付中 場所は先着順となります

良い場所は
お早めに

家族墓地として・夫婦墓・個人墓としてご提案いたします。

「やすらぎ」堂々完成屋外納骨堂
第２弾
この様な方にお勧めします。
◇ご自分の安住の場所を生前中に確保しておかれたい方
◇お子様、跡継ぎが無く、継承が心配な方
◇遠い所にお墓をお持ちで改葬または分骨されたい方
◇家にお骨があり、納めるところをお探しの方

永代使用料・永代管理料含む
永代管理料込みで
今後、一切の費用がかかりません。

一基

49.3（税込）

万円より
宗旨・宗派問わず

【受付時間】午前９時～午後５時　水曜日定休

●お申込み・お問い合わせは、中間霊園管理事務所まで

※当日、お申込みされる場合は、申込金１万円と印鑑をご持参ください。

0120-659-117
敬う
心、愛す

る心、やすらぎの霊園

中間霊園
宗教法人 福泉寺

ご先祖様とのふれあいの場

母
子
・
父
子
家
庭
の
相
談

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支
援
や
養
育

費
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
張
相
談

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
親

※
い
ず
れ
も
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
。

●
相
談
場
所
・
日
時

○
中
間
市
役
所
こ
ど
も
と
福
祉
の

課
・
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後

５
時

○
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
原

町
三
丁
目
１
‐
７
）・
毎
週
日
曜

日
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

養
育
費
の
電
話
相
談

　

母
子
・
父
子
家
庭
や
、
離
婚
協

議
中
の
人
か
ら
の
、
養
育
費
に
関

す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

●
相
談
日
時　

平
日
・
午
前
９
時

～
午
後
４
時

　

い
ず
れ
も

　

相
談
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
０
９
４
８（
２
１
）０
３
９
０

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
う
人
を
対
象
に
、
犬

の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日

時　

３
月
30
日
金
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時（
受
け
付

け
は
１
時
～
）

●
場

所　

福
岡
県
宗
像
総
合
庁

舎（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

●
内

容　

講
習
と
、
モ
デ
ル

犬
の
実
技
を
通
じ
て
対
処
法
な

ど
を
説
明
し
ま
す

※
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
定

員　

30
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
締
切　

３
月
23
日
金

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

第
６
回
福
岡
県
景
観
大
会

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

多
く
の
み
な
さ
ん
と
語
り
合
い
、

考
え
る
た
め
「
第
６
回
福
岡
県
景

観
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
日

時　

３
月
18
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
３
時
15
分

●
場

所　

九
州
国
立
博
物
館

（
太
宰
府
市
石
坂
四
丁
目
７
‐
２
）

●
内

容　

表
彰
式
、
パ
ネ
ル

の
展
示
、
活
動
紹
介
な
ど

●
問
合
先　

都
市
整
備
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
６
１

介
護
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
無
料

介
護
講
座
で
す
。

　

介
護
ス
ポ
ッ
ト
講
座

●
期
日
・
テ
ー
マ

○
４
月
24
日
火
・
午
前
10
時
～
正

午
・
ヨ
ガ
と
呼
吸
法

○
５
月
8
日
火
・
午
前
９
時
30
分

～
午
後
零
時
30
分
・
普
通
救
命

講
習
会

○
５
月
20
日
日
・
午
前
10
時
～
午

後
３
時
・
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

○
７
月
12
日
木
・
午
前
10
時
～
正

午
・
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

　

介
護
実
践
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

５
日
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

●
６
月
７
日
木
、
14
日
木
、
21
日

木
、
28
日
木
、
７
月
５
日
木

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分

●
テ
ー
マ　

身
辺
衛
生
、
食
事

と
健
康
、
移
動
関
連
な
ど

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

●
日
時
・
テ
ー
マ　

５
月
３
日
�
・

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
・

看
取
り
の
介
護
、
排
泄
の
基
本

と
対
応
法

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
人
を
理
解
し
温
か
く

見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
各
１
日
の
講
座
で
す
。

●
期

日　

５
月
13
日
日
、
７

月
26
日
木

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後

零
時
30
分

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ

ル
ズ

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
地
域

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
４
）４
７
４
７

子
育
て
女
性
の「
働
き
た
い
」

を
応
援
し
ま
す

　

育
児
や
介
護
な
ど
の
事
情
で
仕

事
を
や
め
た
人
を
対
象
に
、
就
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
個
別
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約

不
要
で
す
。

●
日

時　

毎
月
第
１
月
曜
日
・

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
問
合
先　

福
岡
県
北
九
州
労

　

働
者
支
援
事
務
所

　

☎（
５
７
１
）３
５
０
７
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有
料
広
告
欄

◆�

有
料
広
告
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

 

総
務
課
広
報
広
聴
係
☎
（
２
４
６
）
６
２
７
１ グリーンプラザ開発株式

会社
中間市上蓮花寺1-2-1

入居者募集中!!

TEL:093-245-4813
e-mail:info@g-plaza.co.jp

2 D KL

通谷グリーンハイツ通谷グリーンハイツ 通谷駅徒歩１分

ショッパーズモール至近!!
    　

 全戸南向き、
日当たり良好♪

賃料：52,500円
敷金１カ月(敷引１カ月)
中間市鍋山町１－１
鉄筋コンクリート造７階建
使用部分面積：62.85㎡
築年数：1980年2月
共益費：2,500円
取引態様：貸主

お気軽にお問い合わせ下さい。
その他、3DKのお部屋もあります。

賃料・敷金
キャンペーン中！！

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
策
定
委
員
会
委
員
を
公
募

　

中
間
市
で
は
、
介
護
、
子
育
て
、

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
の
自
立
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
の
課
題
に

つ
い
て
市
民
同
士
が
協
力
し
、
助

け
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
中
間
市
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
は
年
６
回
程
度
、

平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

●
募
集
人
数　

２
人
程
度

●
応
募
資
格　

地
域
福
祉
に
関
心

　

が
あ
り
、
意
欲
を
持
っ
て
取
り

組
め
る
20
歳
以
上
の
人

●
任

期　

２
年

●
報

酬　

１
回
３
、５
０
０
円

●
応
募
方
法　
「
地
域
福
祉
の
推
進

に
つ
い
て
」
の
小
論
文（
１
、２
０
０

字
程
度
）と
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
載
し
て
、
こ
ど
も

と
福
祉
の
課
に
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い

●
応
募
締
切　

３
月
23
日
金
・
必
着

●
応
募
・
問
合
先　

こ
ど
も
と
福

祉
の
課（
〒
809
‐
８
５
０
１
中

間
市
中
間
一
丁
目
１
‐
１
）

　

☎（
２
４
６
）６
２
７
０

健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

こ
の
機
会
に
、
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

３
月
１
日
～
８
日
は
女
性
の
健

　

康
週
間
で
す

　

ひ
な
祭
り
を
含
む
、
３
月
１
日

木
～
８
日
木
は
「
女
性
の
健
康
週

間
」
で
す
。
女
性
が
元
気
で
い
る

こ
と
が
地
域
社
会
の
元
気
に
通
じ

る
こ
と
か
ら
、
女
性
特
有
の
健
康

問
題
を
社
会
全
体
と
し
て
総
合
的

に
支
援
し
て
い
く
た
め
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
特
有
の
健
康
問
題
と
し
て
、

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
骨
粗
し
ょ

う
症
、
若
い
女
性
の
や
せ
、
更
年

期
障
が
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

３
月
８
日
は
世
界
腎
臓
デ
ー
で
す

　

世
界
腎
臓
デ
ー
は
、
腎
臓
病
の

早
期
発
見
と
治
療
の
重
要
性
を
啓

発
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年

３
月
の
第
２
木
曜
日
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
腎
臓
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）と
は　

た
ん
ぱ
く
尿
な
ど
の
腎
臓
の
障

が
い
や
腎
機
能
の
低
下
が
３
か

月
以
上
続
く
病
気
で
す
。
自
覚

症
状
が
な
く
て
も
８
人
に
１
人

が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｋ

Ｄ
に
な
る
と
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
が
起
き
や
す
く
、
透
析
が

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

３月の祝日に伴うごみの振替日
　ビン・カンの収集が３月20日の第３火曜
日になっている地区は、３月30日金に収
集します。もえるごみは収集しません。

３月の祝日 ビン・カン（資源ごみ） もえるごみ

３月20日火春分の日 3月30日金に振替 ×

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

〇日時…４月７日土、20日金、26日木・午
後３時〜５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日〜金曜日の午前８時30分〜
午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…４月11日水・午前10時〜午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…４月７日土、20日金・午後３時〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分〜３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前８時30分～午
後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館 2 階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）
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親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　

４
月
～
５
月
に
実
施
す
る
健
診
、

親
子
の
た
め
の
講
座
を
紹
介
し
ま

す
。
６
月
以
降
の
予
定
は
、
広
報

な
か
ま
４
月
25
日
号
と
同
時
配
布

予
定
の
「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
診

　

４
か
月
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
18
日
水
…
平
成
23
年
11
月

15
日
～
12
月
18
日
に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
16
日
水
…
平
成
23
年
12
月

19
日
～
平
成
24
年
１
月
16
日
に

生
ま
れ
た
人

　

７
か
月
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
25
日
水
…
平
成
23
年
８
月

29
日
～
９
月
25
日
に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
23
日
水
…
平
成
23
年
９
月

26
日
～
10
月
23
日
に
生
ま
れ
た
人

　

１
歳
６
か
月
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
６
日
金
…
平
成
22
年
９
月

に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
11
日
金
…
平
成
22
年
10
月

に
生
ま
れ
た
人

　

３
歳
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
26
日
木
…
平
成
21
年
４
月

に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
24
日
木
…
平
成
21
年
５
月

に
生
ま
れ
た
人

　

２
歳
児
歯
科
健
診（
フ
ッ
素
塗
布
）

●
期

日　

５
月
17
日
木

●
対

象　

平
成
22
年
４
月
～

５
月
に
生
ま
れ
た
人

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～

１
時
45
分

■
遊
び
の
広
場
・
離
乳
食
教
室

　

わ
ん
ぱ
く
広
場

●
期

日　

４
月
９
日
月
、
５

月
14
日
月

●
対

象　

１
歳
以
上
の
人

●
内

容　

保
育
士
に
よ
る
親

子
遊
び
な
ど

　

す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

●
期

日　

４
月
10
日
火
、
５

月
15
日
火

●
対

象　

１
歳
未
満
の
人

●
内

容　

保
育
士
に
よ
る
親

子
遊
び
な
ど

　

離
乳
食
教
室

●
期

日　

４
月
10
日
火

●
内

容　

栄
養
士
に
よ
る
離

乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
と
試
食

●
申
込
締
切　

４
月
３
日
火

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

　

10
時

※
終
了
時
間
は
午
前
11
時
30
分
。
た

だ
し
、離
乳
食
教
室
は
正
午
終
了
で
す
。

■
母
親
学
級

●
日

時　

５
月
15
日
火
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　

妊
娠
中
の
過
ご
し

方
、
す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広

場
の
見
学
・
交
流
な
ど

■
ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）の
予
防
接

種
を
行
い
ま
す

●
日

時　

４
月
３
日
火
・
午

　

後
１
時
15
分
～
２
時

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
児
と
接
種
方
法　

生
後
３

か
月
～
７
歳
５
か
月
の
子
に
41
日

以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回
接
種

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康

手
帳
、
予
診
票

●
料

金　

無
料

※
最
近
か
か
っ
た
病
気
や
、
当
日
の

体
調
な
ど
に
よ
り
、
接
種
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
診
票
は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
健
康
増
進

課
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

　

骨
粗
鬆
症
を
テ
ー
マ
と
し
た

前
回
に
続
き
、
今
回
は
新
薬
が

発
売
さ
れ
変
わ
っ
て
き
た
薬
物

治
療
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
薬
を
使
い
ま
し

ょ
う
と
言
う
と
、
よ
く
「
小
魚
を

食
べ
る
よ
う
に
す
る
か
ら
薬
は
い

い
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。「
骨

粗
鬆
症
薬
＝
カ
ル
シ
ウ
ム
の
薬
」

と
勘
違
い
し
て
い
る
人
が
多
い
か

ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
は
骨
の
材
料
の
一
つ
と
し
て
大

切
な
も
の
で
あ
り
、
処
方
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
治
療
の
柱

と
な
る
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
回
、
骨
粗
鬆
症
の
原
因
と

し
て
、
骨
を
壊
す
働
き
、
骨
を

作
る
働
き
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、

現
在
治
療
の
柱
と
な
る
の
は
骨

を
壊
す
こ
と
を
抑
え
る
薬
、
骨

を
作
る
よ
う
に
指
示
を
出
す
薬

の
２
つ
の
タ
イ
プ
の
薬
で
す
。
そ

れ
ら
に
加
え
骨
の
材
料
を
補
充

す
る
た
め
の
薬
を
使
っ
て
治
療

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤

　

骨
吸
収
を
抑
制（
骨
を
あ
ま
り

壊
さ
な
い
よ
う
に
す
る
）し
、
骨

密
度
を
増
や
す
作
用
が
あ
り
ま

す
。
骨
吸
収
が
ゆ
る
や
か
に
な

る
と
、
骨
形
成
が
追
い
つ
い
て
新

し
い
骨
が
き
ち
ん
と
埋
め
込
ま

れ
、
骨
密
度
の
高
い
骨
が
で
き

あ
が
り
ま
す
。
現
在
の
骨
粗
鬆

症
の
第
一
選
択
薬
で
す
。

■
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｍ

　

骨
に
対
し
て
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン（
女
性
ホ
ル
モ
ン
）と
似
た
作
用

が
あ
り
、
骨
密
度
を
増
加
さ
せ

ま
す
が
、
骨
以
外
の
臓
器（
乳
房

や
子
宮
な
ど
）に
は
影
響
を
与
え

な
い
と
い
う
薬
で
す
。

■
テ
リ
パ
ラ
チ
ド

　

副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
薬
で
骨

を
作
る
指
示
を
出
す
薬
で
す
。

毎
日
自
分
で
注
射
を
す
る
も
の

と
、
週
一
回
病
院
で
注
射
を
す
る

も
の
の
２
種
類
が
出
て
い
ま
す
。

 

こ
の
ほ
か
に
カ
ル
シ
ウ
ム
補
充

な
ど
の
目
的
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
な
ど

の
薬
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
の
治
療
は
現
在
ど
ん
ど

ん
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
薬
を

飲
め
ば
す
ぐ
に
治
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
め
に
検

査
を
受
け
、
早
め
に
治
療
を
開

始
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

骨
こ つ そ し ょ う し ょ う

粗鬆症

54

中間市立病院整形外科

石村啓司 医師
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大
好
き
だ
っ
た
祖
母
は
五
年
前

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
祖
母

は
と
て
も
元
気
で
明
る
く
て
、
い
つ

も
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
悪
い
こ
と
を
し
た
と
き
は
本
気

で
怒
っ
て
く
れ
た
り
、
私
が
賞
状
を

も
ら
う
と
笑
顔
で
ほ
め
て
く
れ
た

り
、
私
に
と
っ
て
祖
母
は
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
、
大
好
き
で
大
事
な

家
族
の
一
人
で
し
た
。
ま
だ
兄
が
中

学
生
で
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
夏
休

み
に
な
る
と
、
母
が
仕
事
で
家
に
い

な
い
代
わ
り
に
、
祖
母
が
毎
日
、
家

に
来
て
く
れ
て
私
と
兄
の
面
倒
を

見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
昼
ご
飯
を

作
っ
て
く
れ
た
り
、
甲
子
園
を
テ
レ

ビ
の
前
で
一
緒
に
観
戦
し
て
く
れ
た

り
し
て
す
ご
し
ま
し
た
。
私
は
祖
母

の
作
っ
て
く
れ
る
そ
う
め
ん
が
大
好

き
で
、
夏
休
み
の
昼
ご
飯
は
毎
日
そ

う
め
ん
で
し
た
。
今
で
も
そ
う
め

ん
が
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な
祖
母

が
倒
れ
た
と
聞
い
た
の
は
私
が
小
学

校
五
年
生
の
こ
ろ
で
し
た
。
突
然
倒

れ
た
と
聞
い
て
、
と
て
も
驚
い
て
す

ご
く
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
病
院

に
行
く
と
、
祖
母
が
寝
て
い
て
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
、
話
し
か
け
て

も
、
ず
っ
と
目
を
閉
じ
て
眠
っ
た
ま

ま
で
、
返
事
は
返
っ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
祖
母
は
そ
の
ま
ま
静

か
に
息
を
ひ
き
と
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
は
ま
だ
、
祖
母
が
亡
く
な
っ
た

と
い
う
実
感
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
お
葬
式
の
と

き
に
祖
父
や
母
、
父
や
兄
が
泣
い
て

い
る
の
を
見
て
、
よ
う
や
く
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
天
国
に
行
っ
ち

ゃ
っ
た
ん
だ
ね
」
と
い
ろ
い
ろ
な
思

い
が
こ
み
上
げ
て
き
て
、
私
も
家
族

と
一
緒
に
泣
き
ま
し
た
。た
く
さ
ん
、

ず
っ
と
泣
き
ま
し
た
。
も
う
祖
母
が

戻
っ
て
こ
な
い
と
思
う
と
悲
し
く
て

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
度

失
っ
た
命
は
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い

の
で
す
。

　

祖
母
と
い
つ
か
の
夏
休
み
に
一
度

だ
け
、
天
国
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
天

国
は
本
当
に
あ
る
の
か
祖
母
に
た

ず
ね
て
み
る
と
、
祖
母
は
、「
あ
る

と
思
う
よ
。
で
も
ね
、
早
く
天
国

に
行
き
た
い
と
思
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

よ
。
命
は
一
つ
し
か
な
い
か
ら
、
大

切
に
し
て
生
き
な
さ
い
ね
」。
そ
う

言
わ
れ
た
の
を
五
年
た
っ
た
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。
今
、
思
う
と
祖

母
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
を
私
に

教
え
て
く
れ
た
の
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
命
は
一
度
失
っ
た
ら
も
う
二

度
と
元
に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。「
命
」
な
ど
と
口
で
は
軽
く
言

え
て
も
、
実
は
と
て
も
重
く
て
、
大

切
で
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
い

う
こ
と
。
そ
の
こ
と
を
祖
母
は
私
に

伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

今
、「
殺
人
」
や
「
虐
待
」
な
ど

を
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
か
け
ま

す
。
私
は
そ
れ
を
見
る
た
び
、
胸
が

ズ
キ
ッ
と
痛
み
ま
す
。
平
気
で
人
の

命
を
奪
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
人
の
人
生
、
未
来
を
奪
う
と
い
う

こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
、
人
の
命
を
奪
う
こ
と
は
だ

れ
に
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
う
思
え
る
の
も
祖
母
の
お

か
げ
で
す
。
私
は
、
祖
母
が
教
え
て

く
れ
た
こ
と
を
一
生
忘
れ
ず
、
命
を

大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

「祖母が教えてくれたこと」
浅成　香璃 さん

（中間北中学校３年）

平成23年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

咲かせよう　みんなの笑顔　枯らさずに
	　　中間北中学校２年	 岡本　絵利加さん
友だちは　僕にとっての　宝もの
	　　中間小学校６年	 小城　優弥さん
いじめの芽　大きくなる前に　つみとろう
	　　中間東小学校６年	 溝上　耀史さん

人　権　標　語

不動産（宅地）を公売します
●公売開始日時　４月 16 日月・午後１時
●公売会場　市役所別館地下第１会議室
●公売方法　入札
●公売対象物件　不動産２件
●注意事項
○地積は公簿表示によります。また、境界は、隣地所有者と

協議してください
○現況のまま引き渡します
○移転登記の費用は、買受人の負担となります
※詳しくは中間市ホームページまたは収納課までお問い合
わせください。
○ホームページ　http://www.city.nakama.fukuoka.jp

～宅地の購入をお考えのみなさんへ～ ●問合先　収納課☎（２４６）６２３７

●物件情報　
①七重町 1788 番 54
　１筆　宅地　265.00㎡
○最低公売価額…1,992,000円
○公売保証金……   200,000円

●物件情報　
②深坂二丁目 1560 番 29
　１筆　宅地　321.65㎡
○最低公売価額…2,680,000円
○公売保証金……   270,000円

●Nakama City Public Relations
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Cooking
今月のおすすめ料理 

豆知識！役

に立つ 密閉容器のふたの溝に付着する汚れは、綿棒に少し水をつけて溝に入れ、くるっと一
回りさせるとよく取れる。しつこい汚れの場合は、綿棒の先に少し洗剤を。

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば

作り方
①�えびは殻と背わたを取って削ぎ
切りし、チンゲン菜は縦４つ割に、
にんにくは半分に切る
②�中華鍋にサラダ油大さじ１／２を
熱し、チンゲン菜と塩小さじ１／
３を入れて炒め、全体に油が回
ったら熱湯１カップを加え蒸し茹
でにし、ざるに上げる
③�中華鍋を熱し、サラダ油大さじ１
とにんにくを入れて炒め、香りが
立ったらえびを加える。チンゲン
菜を戻して、酒を入れてざっと
炒め、塩小さじ１／２、こしょう
をふって仕上げる

チンゲン菜と
えびの塩炒め

チンゲン菜…400グラム、えび…大８
尾、にんにく…１片、サラダ油…
大さじ１、大さじ１／２、塩…小さじ１／
３、小さじ１／２、酒…大さじ１、こ
しょう…少々

材　料（４人分）

❖ 

ウ
イ
ッ
チ
＆
く
る
っ
と
コ
ー
ル

　

 

演
奏
会
２
０
１
２
を
開
催

　　

さ
わ
や
か
な
春
の
風
に
の
っ
て
歌
い

ま
す
。
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

４
月
８
日
日
・
午
後
２

時
開
演

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
入
場
料　

900
円

●
内

容

①
日
本
の
名
曲
か
ら（
さ
く
ら
さ
く
ら
、

星
の
美
し
い
村
、
落
葉
松 

ほ
か
）

②
女
性
合
唱
組
曲
「
遙
か
な
歩
み
」
か

ら（
機
織
る
星
、
櫛
、
花
野
）

③
思
い
出
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

○
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」
か
ら（
踊

り
明
か
そ
う
、
私
の
天
国 

ほ
か
）

○
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
か
ら（
メ
モ
リ
ー
、
ス

キ
ン
ブ
ル
シ
ャ
ン
ク
ス
）

○
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
か
ら（
Ｏ
ｎ
ｅ
）

○
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」
か
ら（
Ｍ

ｏ
ｏ
ｎ 

Ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
）

④
一
緒
に
歌
お
う（
上
を
向
い
て
歩
こ

う
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を 

ほ
か
）

●
問
合
先　

松
崎
宅

　

☎（
２
４
４
）１
３
２
５

❖ 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

中
間
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
に
は
、
現
在
12
チ
ー
ム
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
20
代
か
ら
80
代
の
約
100
人
の

マ
マ
さ
ん
が
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
１
つ
の

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
体
を
動
か
せ
ば
心
も
カ
ラ
ダ
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
家
庭
円
満
、
仕

事
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

連
盟
で
は
会
員
を
募
集
中
で
す
。
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
仲
間
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
よ
。

　

親
睦
大
会
や
、
ル
ー
ル
を
勉
強
す
る

た
め
の
審
判
講
習
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

既
婚
者
な
ら
ど
な
た
で
も
、
未
婚
の
人

で
も
35
歳
以
上
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
バ
レ
ー
未
経
験
の
人
も
大
歓
迎
で

す
。
運
動
を
し
た
い
人
、
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
間
市
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長
松
本
宅　

　

☎（
２
４
５
）４
８
６
３

❖ 

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

災
害
や
紛
争
な
ど
に
よ
る
難
民
に
、

あ
な
た
の
思
い
を
込
め
て
毛
布
を
送
り

ま
せ
ん
か
。
昨
年
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

で
日
本
国
内
で
２
３
、９
９
６
枚
の
毛
布

と
、
海
外
輸
送
協
力
金
１
、９
４
２
万
145

円
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ウ
ガ
ン
ダ
、
ケ
ニ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の

難
民
や
被
災
者
に
送
り
ま
し
た
。

　

不
要
の
毛
布

が
あ
り
ま
し
た

ら
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運

動
推
進
協
議
会
福
井
携
帯

　

☎
０
８
０（
３
９
８
０
）５
９
６
３

❖ 

川
柳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

川
柳
に
興
味
が
あ
る
人
、
句
会
に
出

て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
一
緒
に
勉
強
し

ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

○
毎
月
第
１
月
曜
日（
午
前
10
時
～
正

午
）・
弥
生
公
民
館

○
毎
月
第
１
金
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
中
央
公
民
館

○
毎
月
第
１
日
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
通
谷
公
民
館

○
毎
月
第
４
土
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
新
手
公
民
館

●
対
象
者　

川
柳
に
興
味
が
あ
る
人

●
会

費

○
誌
友
費
…
年
４
、８
０
０
円（
機
関
誌

毎
月
発
行
１
年
分
）

○
句
会
費
…
月
100
～
200
円（
開
催
場
所
ご

と
）

●
問
合
先　
「
川
柳
く
ろ
が
ね
吟
社
」

吉
富
宅

　

☎（
２
４
４
）７
２
９
８

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー89㎉　食塩1.5ℊ
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　読書ボランティアの「ほっとブックなかま」は、
毎月第３土曜日におはなし会を開催しています。
親子でぜひ参加してください。
●日 時　３月 17 日土・午前 11 時～
●場 所　中央公民館
●内 容　絵本の読み聞かせなど

　市民図書館の本を借りたままの人は、下記の場
所に返却をお願いします。
●�返却受付場所　子育て支援センター内・図書館
事務室（図書館東隣り）

●�返却受付日時　毎週月曜～金曜日・午前８時 30
分～午後５時 15 分
※午後５時 15 分以降は、中央公民館と体育文化
センター事務室で、午後９時まで受け付けます。

　市民図書館改修期間中は、地域交流センター１、
２階交流スペース、中央公民館１階ロビーを学習
スペースなどとして一部開放していますのでご利
用ください。
※施設の休館日や行事などで使用できない場合も
ありますので、ご了承ください。

▶昨年４月に広報の担当になり、早くも１年が過ぎようとしてい
ます。初心を忘れることなく、もう一度気持ちを引き締め直して、
今年も頑張ります。        　　　　　　　　　　　　　　　    （健）
▶東日本大震災の発生から１年。多くの犠牲が払われたこの大災
害の記憶を決して風化させてはなりません。これからも、私にで
きること、みんなでできることを考えていきたいと思います。（謙）

編集
後記

平成 22 年 10 月２日生（通谷一丁目）

　お姉ちゃんが大好きだけ
ど、ちょっと泣き虫さんの
陽菜ちゃん。たくさん遊ん
でニコニコ笑顔にな～れ。

角
す み た

田 陽
ひ

菜
な

ちゃん
平成19年９月30日生（通谷一丁目）

　４歳になってますますしっ
かり者のお姉ちゃん。これか
らも元気にだれとでも仲良く、
たくさんお友だち作ってね。

角
す み た

田 和
わ か な

奏 ちゃん

❖ 

２
０
１
２
年
度
韓
国
語
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

楽
し
み
な
が
ら
韓
国
語
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
受
講
生
に
合
わ
せ
た
日
程

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
門
ク
ラ
ス

●
対

象　

韓
国
語
が
全
く
わ
か
ら

　

な
い
人

●
日

程　

毎
週
火
曜
日（
月
３
回
）

●
開
始
日　

４
月
10
日
火

　

初
級
ク
ラ
ス

●
対

象　

少
し
習
っ
た
こ
と
が
あ

る
人

●
日

程　

毎
週
金
曜
日（
月
３
回
）

●
開
始
日　

４
月
13
日
金

　

中
級
ク
ラ
ス

●
対

象　

２
～
３
年
習
っ
た
人

●
日

程　

毎
週
木
曜
日（
月
３
回
）

●
開
始
日　

４
月
12
日
木

　

い
ず
れ
も

●
時

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
場

所　

遠
賀
韓
国
会
館

　
（
水
巻
町
頃
末
南
二
丁
目
３
‐
１
）

●
定

員　

各
ク
ラ
ス
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
入
学
金　

５
、０
０
０
円

●
受
講
料　

月
１
、５
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

●
申
込
・
問
合
先　

遠
賀
韓
国
会
館

　

☎（
２
０
１
）１
８
２
３

市民図書館だより
■「ほっとブックなかま」のおはなし会を開催

■本の返却が遅れているみなさんへ

■学習スペースを開放しています

●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

　１月23日、明願寺幼稚園と垣生幼稚園の園児
たちが、献血を終えた希望が丘高校の生徒に卒
業記念と献血への協力のお礼として、写真フレ
ームをプレゼントしました。これは、青少年育
成と献血活動を推進している中間ライオンズク
ラブが主催、若松法人会中間支部の後援で行わ
れたもの。園児たちの手書きのメッセージが添
えられた写真フレームを受け取った生徒たちは、
「ありがとう」と笑顔で言葉を返していました。

献血協力への感謝を込めて
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■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約23円です

俳

　句

末
永

　あつ
し

　選

焦
っ
て
も
ダ
メ
で
す
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

	

中
間
三
丁
目	

宮
　
川
　
佳
　
子

ア
ン
テ
ナ
が
錆
び
た
か
話
届
か
な
い

	

小
田
ヶ
浦
二
丁
目	

武
　
田
　
睦
　
代

不
機
嫌
な
や
り
と
り
後
の
妻
の
顔

	

中
間
三
丁
目	

二
　
禮
　
秀
　
子

初
耳
と
言
い
た
い
け
れ
ど
一
呼
吸

	

弥
生
二
丁
目	

橋
　
口
　
啓
　
子

村
の
顔
素
通
り
さ
せ
ぬ
道
の
駅

	

中
間
三
丁
目	

古
　
野
　
つ
と
む

若
く
し
て
逝
き
た
る
姪
の
無
念
さ
よ
残
さ
れ
し
男
の
子
ら
し
か
と
忘
る
な

	

岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

夫つ
ま

の
古
希
子
ら
が
集
い
て
祝
い
た
り
手
作
り
ケ
ー
キ
孫
た
ち
囲
む

	

通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子

塩
水
に
つ
か
り
な
が
ら
も
生
き
の
び
し
一
本
松
は
諸
人
の
希
望

	

通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

凍
て
付
き
て
人
通
り
な
き
我
が
町
は
子
等
の
下
校
の
声
に
安
ら
ぐ

	

太
賀
一
丁
目
　	

石
　
田
　
順
　
子

彼
岸
花
亡つ

ま夫
の
供
花
に
と
行
き
み
れ
ば
根
こ
そ
ぎ
盗
ら
れ
て
跡
形
も
な
し

	

土
手
ノ
内
二
丁
目	

仲
　
光
　
美
代
子

左さ

ぎ

ち

ょ

う

義
長
の
灰
ふ
る
舞
の
席
に
と
ぶ

	

太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

寄
鍋
の
湯
気
の
向
ふ
の
妣は

は

の
影

	

桜
台
二
丁
目	

篠
　
原
　
正
　
章

鉢
物
を
植
ゑ
替
え
て
ゐ
る
四し

お

ん

ば

れ

温
晴

	

太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

正
座
し
て
白
玉
椿
活
け
に
け
り

	

通
谷
五
丁
目	

後
　
藤
　
欣
　
子

床
の
間
の
広
さ
に
据
ゑ
て
寒
椿

	

小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

川

　柳

　

  

吉
富

　廣

　選

扌
伊
藤
冨
美
子
さ
ん
（
中
尾
二
丁
目
）・
作

■�「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

昨年３月11日に発生した東日本大震災。未曾有の大災害として、決して忘れることの
できないものです。被災地に対しては引き続き継続的な支援が何よりも大切。遠く離
れた土地に住む私たちですが、これからも気持ちやエールを送り続けようという思い
からハートを届けるイメージを表紙にしました。

表紙
説明

短

　歌

中
間
市
短
歌
会


